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開
会
に
当
た
り
ま
し
て
、
一
言

ご
挨
拶
並
び
に
そ
の
後
の
行
政
報

告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
大
変
ご
心
配
を
お
か
け

し
ま
し
た
、
紀
の
川
市
で
発
生
し

た
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

も
感
染
の
拡
大
も
な
く
現
在
終
息

に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

本
町
で
の
取
り
組
み
は
、
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
簡
易
検
査
が
陽

性
と
確
定
し
た
２
月
15
日
の
夜
８

時
に
、
紀
美
野
町
高
病
原
性
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
を
設
置

し
、
町
と
し
て
す
べ
き
こ
と
を
検

討
し
ま
し
た
。
ま
た
、
県
の
要
請

に
よ
り
ま
し
て
、
町
内
養
鶏
場
の

調
査
協
力
や
２
月
16
日
に
県
が
本

庁
駐
車
場
に
設
置
し
た
消
毒
ポ
イ

ン
ト
へ
の
協
力
、
支
援
を
行
い
ま

し
た
。

幸
い
本
町
で
の
発
生
も
な
く
、

そ
の
後
の
調
査
等
で
安
全
性
が
確

認
さ
れ
れ
ば
３
月
14
日
に
終
息
宣

言
が
出
さ
れ
る
予
定
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。（
※
３
月
14
日
に
終
息

宣
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。）

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
情
勢
は
、

持
ち
直
し
の
動
き
は
見
ら
れ
る

町
長
の
所
信
表
明

も
の
の
昨
年
10
月
よ
り「
足
踏
み

状
態
」が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
始
ま
っ
た
中
東
情

勢
の
混
乱
は
、
政
情
不
安
や
原
油

価
格
高
騰
の
リ
ス
ク
要
因
と
な
り
、

景
気
回
復
の
大
き
な
妨
げ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

国
の
動
向
も
予
算
関
連
法
案
等

で
混
乱
し
、
先
行
き
の
見
え
な
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
当
町

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
交
付
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
、
地

域
活
性
化
･
き
め
細
か
な
臨
時
交

付
金
及
び
住
民
に
光
を
そ
そ
ぐ
交

付
金
を
活
用
し
、
町
活
性
化
事
業

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
美
里
中
学
校
外

壁
塗
装
工
事
を
は
じ
め
、
学
校
や

公
民
館
等
の
施
設
改
修
事
業
や
生

活
道
路
の
整
備
等
、
き
め
細
か
な

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
実
施
す
る
た
め
、

本
定
例
会
に
上
程
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
、
平
成
22
年
度
補
正
予
算
に

５
千
８
百
万
円
計
上
さ
せ
て
頂
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

次
に
、
新
年
度
施
策
で
あ
り
ま

す
が
、
若
者
に
定
住
し
て
頂
く
た

め
、
新
築
や
増
改
築
さ
れ
る
若
年

世
帯
に
対
し
て
補
助
金
を
支
給
す

る
支
援
策
を
は
じ
め
、
観
光
拠
点

の
整
備
事
業
と
し
て
、
生
石
高
原

登
山
者
駐
車
場
整
備
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

ま
た
、
道
の
駅
基
本
計
画
を
策

定
し
、
平
成
25
年
度
完
成
を
め
ざ

し
て
取
り
組
み
ま
す
。
子
育
て
支

援
策
と
し
て
実
施
し
て
い
る
中
学

生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
等
に
加

え
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ

ブ
ワ
ク
チ
ン
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
は
、
接
種
を
無
料
で

行
い
ま
す
。

継
続
事
業
の
緊
急
雇
用
創
出
事

業
で
は
、
健
康
づ
く
り
緊
急
対
策

事
業
を
は
じ
め
16
の
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
雇
用

再
生
事
業
と
し
て
、
高
齢
者
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
事
業
を
は
じ
め
５
つ

の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
消
防
広
域
化
の
進
捗
状

況
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
和
歌
山

県
消
防
広
域
化
推
進
計
画
」に
基

づ
き
、
海
草
・
那
賀
・
伊
都
地
域

で
任
意
の
協
議
会
設
置
の
準
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
平
成

25
年
度
の
広
域
化
を
目
指
し
て
本

年
度
に
任
意
の
協
議
会
を
設
置
す

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

（
３
月
４
日
、
議
会
開
会
）
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平成23年度　総額予算額　　　104億1,186万円
会計別予算額　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）

会　　計　　名 平成23年度
当初予算額

平成22年度
当初予算額

比較増減
金額 率（％）

総　　　　　額 104億1,186 104億9,772 △ 8,586 △0.8
一　般　会　計 66億1,800 66億4,200 △ 2,400 △ 0.4
特　別　会　計 36億5,548 37億  471 △ 4,923 △ 1.3

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業特別会計 14億8,904 15億1,223 △ 2,319 △ 1.5
国民健康保険診療所事業特別会計 9,285 1億  590 △ 1,305 △ 12.3
後期高齢者医療特別会計 3億4,687 3億5,122 △ 435 △ 1.2
介護保険事業特別会計 15億  686 14億9,419 1,267 0.8
のかみふれあい公園運営事業特別会計 4,505 4,214 291 6.9
農業集落排水事業特別会計 2,615 2,613 2 0.1
野上簡易水道事業特別会計 4,684 4,326 358 8.3
美里簡易水道事業特別会計 1億  182 1億2,964 △ 2,782 △ 21.5

企　業　会　計
公
営
企
業

上水道事業会計
（収益的収支と資本的収支の合計額） 1億3,838 1億5,101 △ 1,263 △ 8.4

町　長
寺　本　光　嘉
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□
分
担
金
及
び
負
担
金
ほ
か

　

分
担
金
及
び
負
担
金
、
使

用
料
及
び
手
数
料
、
財
産
収

入
、
寄
附
金
、
繰
入
金
、
繰

越
金
、
諸
収
入

□
地
方
譲
与
税
ほ
か

　

地
方
譲
与
税
、
利
子
割
交

付
金
、
配
当
割
交
付
金
、
株

式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金
、

地
方
消
費
税
交
付
金
、
ゴ
ル

フ
場
利
用
税
交
付
金
、
自
動

車
取
得
税
交
付
金
、
地
方
特

例
交
付
金
、
交
通
安
全
対
策

特
別
交
付
金

平
成
23
年
度
の
当
初
予
算
が
第

１
回
定
例
議
会
の
審
議
を
経
て
決

ま
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
一
般
会
計
予
算
は
、

66
億
１
，
８
０
０
万
円
で
、
対
前

年
度
比
２
，
４
０
０
万
円
減
、
率

に
し
て
0.4
％
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

歳
　
入

町
に
入
る
お
金
の
う
ち
、
地
方

交
付
税
や
国
・
県
支
出
金
な
ど
の

依
存
財
源
は
51
億
２
，
０
９
３
万

円
で
、
歳
入
全
体
の
77
・
4
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
地
方
債
に
つ
い

て
は
、
過
疎
債
ソ
フ
ト
分（
８
，

３
２
８
万
円
）の
計
上
や
段
子
峯

地
区
農
道
や
町
道
動
木
志
賀
野
線

の
完
成
、臨
時
財
政
対
策
債
の
６
，

６
２
６
万
円
減
等
に
よ
り
、
対
前

年
度
比
１
，
０
６
８
万
円
減
の

８
億
７
４
２
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
町
税
や
使
用
料
な
ど

町
が
独
自
に
確
保
で
き
る
自
主

財
源
は
14
億
９
，
７
０
７
万
円

で
、
歳
入
全
体
の
22
・
6
％
と
財

源
の
大
半
を
国
や
県
に
依
存
し
て

い
ま
す
。
長
引
く
景
気
低
迷
の

中
、
町
税
に
お
い
て
は
、
対
前

年
度
比
９
６
８
万
円
の
微
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
所
要
の

一
般
財
源
を
確
保
す
る
た
め
財

政
調
整
基
金
等
か
ら
対
前
年
度

比
１
億
２
，
４
３
３
万
円
減
の

２
億
８
，
９
９
７
万
円
の
繰
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。

　
歳
　
出

町
が
使
う
お
金
を
目
的
別
に
み

る
と
、
最
も
多
い
の
が
民
生
費

の
14
億
５
，
６
５
０
万
円（
22
・

0
％
）、
次
に
借
入
金
の
返
済
に

あ
て
る
公
債
費
の
14
億
８
９
１
万

円（
21
・
3
％
）、
総
務
費
の

９
億
４
，
９
５
４
万
円（
14
・

3
％
）と
続
き
ま
す
。
な
お
、
主

要
事
業
を
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
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～「夢と活気のある町」「福祉の充実した町」

　平成23年度　当初
一般会計予算　６６億１, ８００万円



農作物鳥獣害防止対策事業補助金 425万円
地域おこし協力隊事業 350万円
きみの婚活支援事業補助金 80万円

□ふ 移住交流・田舎暮らし支援事業 738万円
□ふ 農作物出荷サポート事業 403万円
□緊 貴志川環境保全事業 630万円
□緊 耕作放棄地対策事業 240万円
□緊 美しい郷づくり事業 333万円
□緊 里山環境保全事業 170万円

商工費
商工会補助金（新　買い物弱者
対策事業18万円を含む）　 1,166万円

□ふ 県立自然公園ツアーガイド事業 231万円

□緊 県立自然公園生石高原すすき草
原育成保全整備事業 275万円

土木費

○新 町道南線改良事業 730万円
町道平中通り2号線改良事業 3,000万円
町道神野市場福田線改良事業 3,000万円
林道毛原下滝ノ川線開設事業 3,848万円
町道東福井牧場線改良事業 2,000万円
町道柴目七山バイパス線改良事業 3,000万円
架橋長寿命化修繕計画に伴う
架橋点検調査業務委託 301万円

□緊 道路環境保全事業 66万円

消防費

○新 消防ポンプ自動車（CD-Ⅱ） 5,000万円
○新 消防救急無線デジタル化負担金 402万円

小型動力ポンプ･車購入 670万円

教育費

○新 共育コミュニティ推進事業 161万円
○新 国体関連事業 100万円

ALT（語学指導助手）の配置 812万円
学校夢づくり事業 63万円
体力･学力･判断力UP事業 72万円
文化振興事業 400万円
ふれあいマラソン 200万円
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○新 は新規事業、それ以外は継続事業です。
□緊 緊急雇用創出事業  □ふ ふるさと雇用再生

主　要　事　業  ［一般会計］
総務費

○新 若もの定住促進補助金 1,000万円
○新 毛原上集会所建設事業 1,952万円
○新 山畑集会所建設事業 3,116万円
○新 消費者行政相談啓発事業 53万円
○新 長期総合整備計画策定 700万円

地籍調査事業 1億1,242万円
コミュニティバス運行業務委託 3,700万円

○新 □緊 紀美野町テレビ地デジ化支援事業 485万円

民生費

○新 野上第2保育所耐震補強事業 247万円
○新 神野保育所耐震補強事業 2,144万円

学童保育事業 596万円
□ふ ふれあいサロン事業 370万円
□ふ 要援護高齢者見守り事業 511万円

衛生費

○新 小児用肺炎球菌ワクチン接種
（2 ヶ月〜 5歳未満） 584万円

○新
ヒブ（インフルエンザ菌b型）
ワクチン接種

（2 ヶ月〜 5歳未満）
349万円

○新 子宮頸がん予防（HPV）
ワクチン接種（中学1年〜高校1年） 864万円

○新 診療ネットワーク
（画像読取装置整備） 284万円

○新 認知症地域支援体制構築モデル
事業 373万円

子ども医療費（0歳〜中学3年生） 1,933万円
妊婦健康診査事業 399万円
野上区域塵埃処理場整備事業 2,000万円
小型合併浄化槽設置補助金 2,101万円

□緊 不法投棄ごみ撤収事業 132万円
□緊 健康づくり緊急対策事業 564万円

農林水産業費

○新 生石高原登山者駐車場整備事業 1,814万円
○新 全国植樹祭開催記念イベント 107万円
○新 まちづくり推進事業 150万円
○新 間伐･里山再生加速化事業 710万円

基幹農道整備事業（山畑２期地区） 2,450万円
町農業経営支援事業補助金

（農業機械整備補助を含む）　 1,000万円
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【
女
子
の
部
】
優
勝
＝
福
岡
規
子

（
毛
原
中
98
）
準
優
勝
＝
岩
切
マ

ス
子
（
和
歌
山
市
107
）
３
位
＝
橘

本
陽
子
（
毛
原
宮
108
）

３
月
13
日（
日
）、
ふ
れ
あ
い
公

園
に
て
、
平
成
22
年
度
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
発
祥
の
地
・
北
海
道
か
ら
年

間
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
参
戦
し
、
大

会
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。

結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

（　

）内
は
住
所
と
ス
コ
ア
。（
敬

称
略
）

◇
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
部

【
男
子
の
部
】
優
勝
＝
木
村
勲
（
和

歌
山
市
100
）準
優
勝
＝
土
橋
勇（
動

木
101
）
３
位
＝
中
岡
充
夫
（
和
歌

山
市
101
）

先
日
、
高
知
県
へ「
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ

地
方
交
流
会
Ｉ
Ｎ
高
知
」に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

高
知
県
は
移
住
・
交
流
が
先
進

的
に
行
わ
れ
て
い
る
地
域
で
す
が
、

な
ん
と
そ
こ
で
紀
美
野
町
の
活
動

事
例
を
発
表
し
て
き
ま
し
た
。
他

の
発
表
で
は「
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
」と
い
う

移
住
・
交
流
推
進
機
構
の
取
り
組

み
や
、
高
知
県
の
移
住
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
と
い
う
制
度
に
つ
い
て
知

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
の
座
談
会
で
は
、
高

知
県
や
そ
の
他
近
隣
の
都
道
府
県

か
ら
参
加
さ
れ
た
移
住
・
交
流
活

動
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
々
と
知

野
上
小
学
校
で
は
、
昨
年
９
月

よ
り
職
員
室
前
に
保
護
者
・
地
域

の
皆
様
の
文
化
作
品
コ
ー
ナ
ー

（
野
小
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）を
設
け
、
絵

画
や
書
、
ち
ぎ
り
絵
な
ど
約
40
点

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

子
ど
も
た
ち
の
情
操
教
育
に
役
立

て
る
と
と
も
に
、
学
校
開
放
の
一

環
と
し
て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

学
校
で
は
、「
地
域
や
保
護
者

の
皆
様
に
お
気
軽
に
学
校
へ
立
ち

寄
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

作
品
を
お
貸
し
い
た
だ
け
れ
ば
展

示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」と
話

し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
結
果

平
成
22
年
度
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
結
果

校
内
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
設
置
!!

野
上
小
学
校

り
合
う
機
会
を
得
て
、
新
た
な
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

今
は
、
地
方
が
注
目
を
浴
び
て

い
る
時
代
で
す
。
視
野
を
広
く
持

ち
、
地
元
で
何
が
で
き
る
か
を
考

え
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

き
み
の
定
住
を

　
支
援
す
る
会
だ
よ
り

２
月
27
日（
日
）、
農
村
総
合
セ

ン
タ
ー
に
て
、
平
成
22
年
度
ゲ
ー

ト
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

（　

）内
は
住
所
と
ス
コ
ア
。（
敬

称
略
）

【
男
子
の
部
】
優
勝
＝
細
川
文
章

（
和
歌
山
市
97
）
準
優
勝
＝
橋
村

蔵
義
（
和
歌
山
市
102
）
３
位
＝
中

岡
豪
千
（
毛
原
上
104
）

婚活イベント であい・ふれあい マリーナシティ
♥日　　時
　平成23年4月17日(日)13:30開始（受付13:00 ～）
♥場　　所
　和歌山マリーナシテイヨットクラブ2Fレセプションホール
♥募集人数：男女各30名
　※参加者多数の際は先着順とさせていただきます。
♥参 加 費：無　料
♥参加資格：20 ～ 45歳位までの独身の方
　（男性は海南市、紀美野町に在住、勤務の方に限ります）
♥参加にあたり：当日の服装は清潔感のあるカジュアル

なものでご参加下さい。独身であること。個人情報の
取り扱い等についての誓約書の提出をお願いしたい
と思いますので、筆記用具（ボールペン）・身分を証明
できるもの（免許証or保険証）を必ずご持参下さい。

♥実施プログラム
　13:30～オープニング　14:00～自己紹介
　15:00～スイーツビュッフェ交流会
　17:00～カップリングタイム　18:00～終 了
♥お申し込み方法
　PCまたは携帯電話からお申し込みください。
　http://www.kainan-jc1969.net/konkatu 
　http://www.kainan-jc1969.net/m/konkatu(携帯)
 　(追ってご案内のメールを返信させていただきます。)

主催：社団法人 海南青年会議所

【
女
子
の
部
】
優
勝
＝
花
田
洋
子

（
下
佐
々
107
）
準
優
勝
＝
西
川
美

代
子
（
吹
田
市
108
）
３
位
＝
楠
根

ツ
ヤ
子
（
岩
出
市
114
）

上位入賞者の皆さん
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平成23年度衛生カレンダーをご覧下さい。

子育て支援センターからのお知らせ
■遊びの教室のご案内〈お申込みは、支援センター ℡489－2144まで〉
　※留守の場合は、野上第1保育所

○コアラ　　　４月13日（水）９：30 ～１１：30　総合福祉センター（はじめましての会）
○カンガルー　４月26日（火）９：30 ～１１：00　総合福祉センター
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

■子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

【子育て支援センター】動木156（℡489－2144）
	 毎週月曜日（9:00～11:30・14:00～16:30）第1,3,5週の木曜日（9:00～11:30）
【自然体験世代交流センター】鎌滝636（℡495－3127）毎月第2,4週の木曜日（9:30 ～ 11:30）
【育児相談】センター開放日と同じ日・時で行います。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　　　　　　※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。	

■献血のお知らせ		
4月4日（月）	 10:00 〜 12:00　JAながみね野上支店

	 13:30 〜 16:00　野上工業団地（前田鉄工）
5月1日（日）	 10:00 〜 12:00　のかみふれあい公園

	 13:00 〜 16:00　　　　〃

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成
一般健康相談

4 月 11 日（月）　14：00 ～ 16：00
4 月 25 日（月）　14：00 ～ 16：00

エ イ ズ 検 査 エイズの各種相談 4 月 11 日（月）　14：00 ～ 16：00
4 月 25 日（月）　14：00 ～ 16：00

検 便 4 月 11 日（月）　14：00 ～ 16：00
4 月 25 日（月）　14：00 ～ 16：00

こ こ ろ の
健 康 相 談

こころの健康に、不安をもつ方やその家族
※精神科専門医師が相談に応じます。
※他の日は、精神保健福祉相談員が相談に応じます。

※相談日は未定です。
お問い合わせ下さい。
※予約制です。

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

4 月 11 日（月）　15：00 ～ 16：00
4 月 25 日（月）　15：00 ～ 16：00
※予約制です。

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　　９：00 ～ 17：00

エイズ即日検査 検査結果は約 1 時間後（確認検査が必要と判断された
場合は約 2 週間後）にお知らせします。

4 月 25 日（月）　17：00 ～ 19：00
※予約制です。

問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで		  海南市大野中９３９　（℡  ４８２－０６００）

■場所：総合福祉センター
■とき：６日、１３日、２０日、２７日（水曜日）
■時間：午前９時～ 11時　■対象者：住民すべての方
■内容：健康に関することすべて
　　　　・乳幼児の相談
　　　　・離乳食の相談
　　　　・健診結果の相談　等

各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知
り、今後のよりよい生活につなげましょう。

生活改善に関心のある方は、保健師、栄養士が相
談に応じますので、お気軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ち
の方は、必ず持ってきてください。

★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測
定もおこないます。

問い合わせ：保健福祉課（℡４８９－９９６０）

健　康　相　談　の　お　知　ら　せ

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）
　〔連絡先〕　平日（8：30 ～ 17：15）℡４８９－９９６０（直通）　　休日・夜間（17：15 以降）℡４８９－２４３０
　〔場　所〕　紀美野町下佐々 1408-4　紀美野町総合福祉センター内　〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

保健センターだより
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障がい者巡回相談のお知らせ
海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。

「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方がわからない」など、障がいのある人や保護者、介護者などか
らのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助などを行います。

巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行います。）
なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

対象者 月日・場所・時間 予　約　先

精神障がいの方・
家族の方

4月5日（火）
総合福祉センター 　9時30分～正午
美　里　支　所　13時30分～16時

●野上厚生病院内相談支援事業所　℡ 489-2908
●和歌山県福祉事業団障害児者相談・
　生活サポートセンター 「ゆめ」海南事業所　℡ 494-3539

身体障がいや
知的障がいの方・

家族の方

4月20日（水）
総合福祉センター 　9時30分～正午
美　里　支　所　13時30分～16時

●療育センターＡ
あ お い

ＯＩ  ℡ 483-0454
●和歌山県福祉事業団障害児者相談・
　生活サポートセンター 「ゆめ」海南事業所　℡ 494-3539

健康づくりコーナー 【問い合わせ・申し込み先】
保健福祉課（総合福祉センター）　℡ 489-9960

特定健康診査（国民健康保険）及びがん検診のご案内
～年に一度はあなたの大切な体の健康チェックをしましょう !! ～

【集団健診日程】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お申し込みは保健福祉課（℡489-9960) まで！

日　　　程 場　　所 国保特定
健診

胃がん 
検診

大腸がん
検診

肺がん 
検診

乳がん 
検診

子宮がん
検診

5月22日（日）8時～受付 総合福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○
詳しくは、４月の回覧をご覧下さい。
他の集団健診日程・医療機関健診については、４月に各戸配布している『衛生カレンダー』をご覧下さい。

■国保特定健診対象者：40-74 歳の紀美野町国保加入者。健診費用は無料。
（※社会保険被保険者の方の特定健診受診方法については、それぞれの医療保険者にご確認ください。）
■各がん検診対象者：20 歳以上の紀美野町民。検診費用は、がん検診１種類ごとに 500 円（40 歳以上は無料）。

住民検診（巡回肺レントゲン検診）のお知らせ
５月１２日（木）・１３日（金）・１６日（月）・１７日（火）・１８日（水）に実施いたします
肺がんや結核などの肺の病気を早く発見するために、ぜひ受診して下さい。詳細は５月号の広報でお知らせします。
肺のレントゲン検診は「住民検診（巡回肺レントゲン検診）」・「集団肺がん検診」・「医療機関での肺がん検診」のいずれか年度
中に１回、無料で受けることができます。

国民健康保険被保険者のみなさんへ　人間ドック・脳ドックの受付を開始します
平成23年度  国保人間ドック・脳ドックの受診者を募集します。

◆対　象　者　30歳から74歳までの紀美野町国民健康保険の被保険者で、国保税の滞納のない方
　　　　　　（※ドック受診前に国民健康保険を離脱した方は受診できません。）
◆受付期間　平成23年4月4日から平成23年10月31日まで
　　　　　　※ただし、医療機関の受け入れ状況により受付を締め切る場合があります。
◆実施期間　平成23年4月11日から平成23年12月26日

人間ドック
●主な検査項目
　内科診察・身体計測・血液検査・検尿・心電図・腹部超音

波検査・肺機能検査・骨密度検査・胃検診・大腸検査 ( 検
便 )・男性は前立腺がん検査 ( 血液検査 )・女性は乳がん検
査・子宮頸がん検査等

●自己負担額

医療機関 自己負担額
男性 女性

国保野上厚生総合病院 3,500円 4,200円

日赤和歌山医療センター 4,230円

5,130円
39歳以下

（乳がん検診触診のみ）

4,670円
和歌山市医師会　成人病セン
ター (和歌山ビッグ愛3階) 4,030円 4,570円

※国保野上厚生総合病院の検査日は、月・水・木（祭日は除く）
です。

脳ドック
●主な検査項目
　内科診察・身体計測・血液検査・検尿・心電図・ＭＲＩ検査・

ＭＲＡ検査等
●自己負担額

医療機関 自己負担額
日赤和歌山医療センター 5,770円

和歌山市医師会　成人病センター
(和歌山ビッグ愛3階) 5,250円

◆注意事項
　人間ドック・脳ドック・特定健康診査のいずれかを年１回

受診することができます。（40 歳以上の方は、特定健診受
診券が必要です。）

◆申し込み・問い合わせ先
　紀美野町保健福祉課（℡４８９－９９６０）
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紀
美
野
町
で
は
、
平
成
23
年
４

月
よ
り
ヒ
ブ
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

菌
ｂ
型
）
及
び
小
児
用
肺
炎
球
菌

の
予
防
接
種
の
助
成
を
２
か
月
か

ら
5
歳
未
満
の
乳
幼
児
を
対
象
に

実
施
す
る
予
定
で
し
た
が
、
全
国

で
６
例
の
死
亡
報
告
が
あ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
３
月
４
日
付
け
で
厚

生
労
働
省
か
ら
接
種
が
一
時
見
合

わ
せ
と
の
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

再
開
の
時
は
、
追
っ
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。	

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
、

現
在
ワ
ク
チ
ン
不
足
の
た
め
接
種

が
で
き
に
く
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に

つ
い
て
、
国
の
積
極
的
勧
奨
に
よ

り
、
１
期
初
回
・
追
加
対
象
で
あ

る
3
歳
児
（
平
成
19
年
度
生
ま

れ
）
と
４
歳
児
（
平
成
18
年
度
生

ま
れ
）
に
つ
い
て
６
月
に
集
団
接

種
で
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

左
記
の
方
は
ま
だ
国
の
積
極
的
勧

奨
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

早
め
の
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

１
期
対
象
者
：
３
歳
～
７
歳
半
未

満
ま
た
は
９
歳
～
13
歳
未
満

２
期
対
象
者
：
１
期
基
礎
免
疫
を

完
了
し
た
方
で
、
９
歳
～
13
歳
未

満問
い
合
わ
せ
：
保
健
福
祉
課

（
℡
４
８
９
―
９
９
６
０
）

現
在
、
国
民
健
康
保
険
加
入
中

で
、
今
年
度
（
平
成
23
年
４
月
１

日
～
平
成
24
年
３
月
31
日
の
間
）

に
75
歳
に
な
ら
れ
る
方
に
は
、
誕

生
月
に
な
り
ま
す
と
、
後
期
高
齢

者
医
療
連
合
会
か
ら
後
期
高
齢
者

健
診
の
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。

お
申
込
み
い
た
だ
い
た
上
で
健
診

（
問
診
・
血
液
検
査
・
身
体
計

測
・
検
尿
・
血
圧
測
定
な
ど
）
を

お
受
け
い
た
だ
け
ま
す
。
し
か
し
、

誕
生
日
ま
で
の
間
に
健
診
を
希
望

さ
れ
る
方
は
国
民
健
康
保
険
の
特

定
健
診
を
お
受
け
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
必
ず
左
記
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。

【
申
し
込
み
先
】

紀
美
野
町
役
場　

保
健
福
祉
課

（
℡
４
８
９
―
９
９
６
０
）

紀
美
野
町
で
は
和
歌
山
県
の
委

託
を
受
け
、
昨
年
度
よ
り
【
認
知

症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
事
業
（
認
知
症
地
域

支
援
体
制
構
築
等
推
進
事
業
）】

ヒ
ブ
、小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
１
期
・

２
期
の
接
種
に
つ
い
て

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
に
つ
い
て

23
年
度
に
75
歳
に
な
ら
れ
る
（
国
民

健
康
保
険
加
入
さ
れ
て
い
る
）
方
へ

き
み
の
ニ
コ
ニ
コ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

利
用
者
・
協
力
者
の
募
集
に
つ
い
て

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一

つ
と
し
て
、
き
み
の
ニ
コ
ニ
コ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
始
め
ま
し

た
。記

憶
力
や
判
断
力
が
低
下
す
る

と
、
道
を
間
違
え
て
家
に
帰
れ
な

か
っ
た
り
、
自
分
が
ど
こ
に
い
る

の
か
、
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
業

は
そ
の
よ
う
な
高
齢
者
等
を
、
地

域
ぐ
る
み
で
見
守
り
、
本
人
や
そ

の
家
族
も
安
心
し
て
住
み
な
れ
た

地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
見
守

り
の
輪
を
広
げ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。　
　

具
体
的
に
は
、

①
行
方
不
明
に
な
る
お
そ
れ
の
あ

る
方
を
本
人
・
家
族
等
が
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
役
場
保
健
福

祉
課
内
）
に
書
面
に
て
登
録

②
万
が
一
、
行
方
不
明
に
な
っ
た

際
は
、
家
族
等
の
同
意
の
下
、
登

録
さ
れ
た
行
方
不
明
者
の
情
報
を

Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
見
守
り
協
力
機

関
・
協
力
者
に
提
供
。
地
域
で
の

見
守
り
の
目
を
増
や
す
こ
と
で
、

早
期
の
発
見
を
目
指
す
も
の
で
す
。

「
最
近
様
子
が
ち
ょ
っ
と
違
う

な
」
「
1
人
で
外
に
出
て
行
っ
て

し
ま
う
の
で
心
配
」
と
い
う
ご
家

族
の
方
。
こ
の
事
業
を
利
用
し
ま

せ
ん
か
？
利
用
料
は
無
料
で
、
登

録
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
厳
重

に
管
理
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
紀
美
野
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
役
場
保
健
福
祉
課
）

T
E
L
：
４
８
９
―
９
９
６
０
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
事
業
の
趣
旨
に
賛

同
さ
れ
、
地
域
で
の
見
守
り
に
ご

協
力
い
た
だ
け
る
方
・
事
業
所
等

も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

認
知
症
状
等
に
よ
る
行
方
不
明

者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
本
人
・

家
族
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め

に
は
、
地
域
の
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

「子ども医療費受給資格証」と独立行政法人『日本スポーツ
振興センター』の災害共済給付制度について
　紀美野町は、独立行政法人日本スポーツ振興センター法の規定に
基づき、町立小・中学校及び保育所に在学（在園）するお子さんたち
の不慮の災害に備えて、独立行政法人日本スポーツ振興センターと
災害共済給付契約を結んでいます。
　災害共済給付制度とは、学校（保育所）の管理下で、けがをした・
病気になったときに医療機関に診察してもらい、医療費（自己負担
金）を払います。その医療費（自己負担金）を給付する制度です。こ
の場合、医療費（自己負担金）＋療養に伴って要する費用が支給され
ます。
　学校（保育所）管理下でのけが・事故・病気の場合も「子ども医療
費受給資格証」を利用してください。しかし、必ず、「医療等の状況」
の用紙を学校（保育所）で受け取り、医療機関で記入してもらい、学
校（保育所）へ提出してください。
１　給付される場合
　次の(1) ～ (3)の条件にすべてあてはまること

⑴学校（保育所）の管理下＊で発生した災害であること。
⑵医療保険が適用される治療であること。
⑶医療費の総額が 5,000 円以上かかったとき（健康保険の適用に

より医療機関の窓口で支払う額が 1,500 円以上かかったとき）
＊授業中（クラブ活動を含む）及び休憩時間中＊学校（保育所）の教
育課程に基づく課外指導中（部活動・移動教室等）＊通常の経路に
よる登下校中　　等

２　給付の種類と給付金額
　⑴医療費　⑵障害見舞金　⑶死亡見舞金　　　
３　給付手続《利用方法》

⑴お子様が学校（保育所）管理下でけがをされた場合は、学校（保
育所）にお知らせください。

⑵医療機関で、保険証と子ども医療費受給資格証を提示してくだ
さい。

⑶学校（保育所）から、請求に関する書類（医療等の状況）を受
け取り、医療機関で記入してもらい、学校（保育所）へ提出し
てください。

⑷後日（２, ３ヶ月後）、災害共済給付金は学校（保育所）を通じ
てお支払いします。しかし、医療費（自己負担金）は、子ども
医療費受給資格証を利用しているので、保護者には療養に伴っ
て要する費用が支給されます。

問い合わせ　紀美野町教育委員会総務学事課　℡４８９－５９１０
　　　　　　紀美野町役場住民課医療助成係　℡４８９－５９０３
　　　　　　紀美野町役場保健福祉課　　　　℡４８９－９９６０



消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
消
費

者
問
題
の
相
談
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。（
毎
月
第
２
・
３
・
４
木
曜
日

午
後
１
時
～
４
時
）

■
４
月
21
日　

紀
美
野
町
中
央
公

民
館
２
階
会
議
室

■
４
月
14
日
・
28
日　

海
南
市
海

南
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
第

１
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

総
務
課　

℡
４
８
９
―
２
４
３
０

自
然
と
ふ
れ
合
い
、
土
い
じ
り

を
楽
し
み
な
が
ら
、
ご
自
分
で
作

物
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

農
園
の
概
要

■
所
在
地
：
紀
美
野
町
下
佐
々

６
３
０
番
地

■
募
集
区
画
数
：
15
区
画

■
区
画
面
積
：
約
30
㎡

■
年
間
使
用
料
：
１
２
，０
０
０
円

■
付
属
施
設
：
農
具
倉
庫
、
簡
易

休
憩
所
、
駐
車
場
、
上
水
道
、

ト
イ
レ

■
申
込
み
先
及
び
問
い
合
わ
せ　

　

紀
美
野
町
ふ
る
さ
と
村
運
営
協

議
会
（
事
務
局
役
場
産
業
課
）

　

℡
４
８
９
―
５
９
０
１

紀
美
野
史
発
見
部
会
で
は
、
２

月
５
日（
土
）に
下
神
野
地
区（
龍

神
街
道
）を
歩
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
４
月
16
日（
土
）に

毛
原
地
区（
高
野
街
道
）を
歩
き
ま

す
。参

加
ご
希
望
の
方
は
、
当
日
、

午
前
10
時
長
谷
毛
原
中
学
校
前
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す
が
、
ケ

ガ
等
が
発
生
し
た
場
合
は
自
己
責

任
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
歩
行
距
離　

約
４
㎞

■
持
ち
物　

お
弁
当
・
飲
み
物

■
時
間　

10
時
か
ら
15
時

■
雨
天
時　

大
日
寺
で
江
戸
時
代

の
お
伊
勢
参
り
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

産
業
課
℡
４
８
９
―
５
９
０
１

　

美
里
支
所　

産
業
・
建
設
室

　
　
　
　

℡
４
９
５
―
３
４
６
２

平
成
23
年
度
の
合
併
浄
化
槽
設

置
補
助
金
の
申
し
込
み
を
４
月
か

ら
募
集
し
ま
す
。
専
用
住
宅
及
び

小
規
模
な
店
舗
等
と
の
併
用
住
宅

下
さ
い
。

補
助
金
額
に
つ
い
て

は
、
変
動
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
不
明
な
点
及

び
詳
細
に
つ
い
て
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
美
野
町
役
場
建
設
課

下
水
道
係

℡
４
８
９
―
５
９
０
４

平成23年度の国民年金保険料額と
有利な前納割引制度

　平成23年度の国民年金保険料は、前年度より80円引き下げら
れて月額15,020円となります。毎月の保険料は、日本年金機
構から毎年4月上旬に送られてくる1年分の「納付書」によって翌
月の末日までに納めてください。
　納付の窓口は金融機関（ゆうちょ銀行を含む）またはコンビニエ
ンスストアとなっています。またほとんどの金融機関で口座振替

（お申込み）もできます。

●毎月納付（現金）
●毎月納付翌月末振替（口座振替）
　15,020円×12ヵ月=180,240円

割引はありません

前納すると保険料が割引されます
●１年前納（現金）
　177,040円　 1年間で3,200円割引

●６ヵ月前納（現金）
　89,390円×2回=178,780円　 1年間で1,460円割引

●６ヵ月前納（口座振替）
　89,100円×2回=178,200円　 1年間で2,040円割引

●毎月納付早割（口座振替）
　毎月50円割引　 1年間で600円割引

口座振替の、23年度分・1年前納と、4月分から9月分・６ヵ
月前納については申込みを終了しています。

　なお、平成23年度の一部納付（一部免除）の保険料月額は、4
分の3納付で11,270円、半額納付で7,510円、4分の1納付で
3,760円となっていますが、これについても前納制度が設けら
れています。
　口座振替で保険料の納付を希望する方は、役場または年金事務
所にご相談ください。

【問い合わせ】
紀美野町役場・住民課　　　　　　℡ 489-5903
美里支所・住民室　　　　　　　　℡ 495-3464
和歌山西年金事務所・国民年金課　℡ 447-1688

2011.49

消
費
者
問
題
の
相
談
に

つ
い
て

紀
美
野
町
ま
ち
づ
く
り
推
進

協
議
会　
紀
美
野
史
発
見
部

会
か
ら
の
お
知
ら
せ

紀
美
野
ふ
る
さ
と
農
園

　
　
（
下
佐
々
）
募
集
案
内

平
成
23
年
度
合
併
浄
化
槽

　
　
　
設
置
希
望
者
の
募
集

（
基
準
有
り
）に
つ
い
て
合
併
浄
化

槽
の
設
置
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

で
、
平
成
24
年
３
月
末
ま
で
に
必

ず
完
成
で
き
る
方
及
び
町
要
綱
に

準
じ
て
施
工
さ
れ
た
方
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

【
受
付
期
間
】
4
月
1
日
～
4
月

30
日　

応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選

【
そ
の
他
】
受
付
期
間
終
了
後
、

予
定
基
数
に
達
し
な
い
場
合
は
先

着
順
で
受
付
い
た
し
ま
す
。

又
、
先
着
順
で
の
受
付
の
際
、

予
定
基
数
に
達
し
な
い
場
合
で
も
、

受
付
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
終
了
時
期

等
は
、
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

No!  DRUGS
薬物乱用はダメ。ゼッタイ。

覚せい剤など薬物に関する相談電話（専用）

073-425-4
白 い 粉

615
各警察署

和歌山県警察本部刑事部組織犯罪対策課

補助金額  奨励金 合計
５人槽 332,000円 50,000円 382,000円
６～７人槽 414,000円 50,000円 464,000円
８人槽以上 548,000円 50,000円 598,000円
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町有財産貸付募集について
　紀美野町では、保有する財産の有効利用を図るとともに、
地域の活性化に寄与することを目的として、下記のとおり
町有財産の有償貸付を公募により行います。

記
物 件 倉庫（1棟）・平成元年築・鉄骨造平屋建
物件所在地 海草郡紀美野町毛原中171番地1
物 件 内 容 面積108㎡
貸 付 期 間 平成23年5月1日～平成33年3月31日
貸 付 料 月額 3,780円

○応募申込書の受付
　平成23年4月1日(金)から平成23年4月11日(月) 

( 土曜、日曜、祝日を除く )
　時間：午前 8 時 30 分から午後 5 時まで
　( ただし、正午から午後 1 時を除く。郵送によるものは

認めません。)
　場所：紀美野町役場　企画管財課（役場本庁舎 2 階）
○提出書類等については、申込受付日から本庁（企画管財

課）又は、美里支所（住民室）で配布をいたしますので、
申込み手続きを行って下さい。

※詳しいお問合せは、紀美野町役場　企画管財課
　℡ 073-489-5913 までお願いいたします。

紀美野町臨時職員の募集について
■勤務場所：紀美野町役場　総務課
■業務内容：紀美野町地上デジタル放送に関する事務及び

現地調査等
■賃　　金：日額５，５００円　
	 社会保険加入（昇給、賞与及び退職金：無し）
■募集人員：２名
■雇用条件：平成23年５月１日現在
　　　　　　18歳以上60歳までの方で簡単なパソコン

操作ができ、普通自動車免許をお持ちの方
■雇用期間：平成23年５月～９月（更新することがあり

ます。）
■勤務日時：月曜日～金曜日　午前８時30分～午後５時

15分（うち昼休憩１時間）
■休　　日：土・日曜日、国民の休日
■選考方法：面接試験
■試　験　日：平成23年４月20日（水）午前10時～
■試験場所：紀美野町役場　本庁２階会議室
■申込方法及び締め切り：
　　　　　　履歴書（写真添付）１通を持参の上、平成23

年４月15日（金）までに、下記へお申し込み
ください。（受付は月曜日～金曜日の午前８
時30分～午後５時15分）

■申　込　先：紀美野町役場総務課　℡073-489-5912

平成23年度和歌山県農作物鳥獣害防止総合対策事業の募集のお知らせ
　野生鳥獣による農作物被害防止のため下記のとおり事業を実施します。事業実施を希望される方はご応募ください。
なお応募事業内容を審査し事業予算枠調整等で不採択となる場合がありますのでご了承ください。

◎応募資格…農業者の団体、グループ　◎募集期限…平成23年５月20日(金）まで
◎提出書類…事業計画書・事業予算書・位置図・見積書等
◎提出及び問合せ先…紀美野町　産業課  ℡４８９－５９０１　又は　美里支所　産業建設室  ℡４９５－３４６２まで

施設の種類 補助対象経費及び補助率 その他

電気柵、メッシュ柵、ネット
柵、トタン柵、その他防護柵

補助対象経費 防護柵等の設置に要する資材費
１ｍ当り900円以内 耐用年数５年以上を有する資材等

補助率 県＝1/3、町＝1/3

有害鳥獣捕獲事業実施のお知らせ
下記の日程で、有害鳥獣捕獲事業を実施します。期間中は、わな・檻・銃器を使用しますので、山の中等では十分注意して
下さい。また設置した捕獲猟具には絶対に触れないようにして下さい。
☆有害鳥獣捕獲許可は、鳥獣被害のために自己防衛策を取っても食い止められない場合に、最終手段として行政に実施出来
る事と法律で定められています。町から紀美野町猟友会さんに依頼して行っています。11月から始まる猟期とは別のもの
です。

対象鳥獣 捕獲区域 捕獲期間 捕獲方法 捕獲員
イノシシ・シカ 紀美野町全域 平成23年3月16日〜 6月16日 銃器・檻・わな 紀美野町猟友会
カワウ 紀美野町内の河川等 平成23年3月1日〜 5月31日 銃器 紀美野町猟友会
イノシシ・シカ 国吉鳥獣保護区 平成23年3月14日〜 4月12日 銃器・檻・わな 紀美野町猟友会

★捕獲を行うだけでは十分な防除効果は得られません！
まずは、メッシュ柵や電気柵等で、鳥獣の田畑への侵入を出来るだけ防除しましょう。

「一人では、効果が出ない…」そんな時はご近所同士でより有効な対策が出来るように相談してみましょう。

平成22年度　有害鳥獣捕獲事業実績
平素は、有害鳥獣捕獲事業にご協力いただき、誠にありがとうございます。
昨年度は、紀美野町猟友会会員さんに右記の通り捕獲していただきました。
本年度も引き続き実施してまいりますので、皆様のご協力よろしくお願い致します。
■実施期間　平成22年３月から平成22年10月末日まで

【問い合わせ】　紀美野町役場　産業課　　℡ 489-5901
　　　　　　　美里支所　産業・建設室　℡ 495-3462

鳥獣名 捕獲数
イノシシ 482

シカ 13
カラス 18



簡易水道の水道使用料及び新設加入分担金（旧美里町料金）を
平成23年４月１日（４月使用分）から（旧野上町料金）に下記のとおり統一することになります。
つきましては、ご理解とご協力をお願いします。
■改定後の水道料金（１ヶ月につき）　　　　　　　　　　※消費税込み

料金区分用途別
基　本　料　金 超過料金（1㎥につき） ※営農用の旧美里町料金は、基本料金が１箇年

単位となっておりましたが、今回の改定で１箇
月単位となります。（休止等の手続をする場合は、
届が必要です。用紙は、本所・各支所・水道課
にあります。）

水　量 料　金 水　量 料　金
家事用・公共用

営業用　　1 箇月単位 10㎥まで 1,365 円 1㎥につき 176 円

営農用　　1 箇月単位 10㎥まで 1,050 円 1㎥につき 115 円
休止料金　1 箇月単位 136 円

■改定後の新設加入分担金　　　　　　　　　　　　※消費税込み
メーターの口径別 加入分担金 備　　考

13㎜ 52,500 円 附属機器は別売となります。
20㎜ 210,000 円 附属機器は別売となります。
25㎜ 420,000 円 附属機器は別売となります。

※附属機器（メーター器と附属品、伸縮止水栓と附属品、メーターボッ
クス）は別売となり口径別に価格が異なります。尚、右記の（旧美里町）
簡易水道事業給水区域内において新設をされる場合は、事業工事分担金
と加入分担金が必要ですので、詳しくは水道課へお問い合わせください。

水道料金に関する問い合わせは、紀美野町下佐々 443-2　紀美野町水道課　TEL　489-2474

《農業者の皆さんへ》　「平成23年度紀美野町農業経営支援事業」募集のお知らせ
　この事業は、農業経営の振興を目的として、個人又はグループが平成23年４月１日～平成24年３月31日に行う下記事業に
対し予算の範囲内で補助金を交付するものです。なお事業を実施しようとする方は、事業計画書及び見積書等の書類の提出が
必要となります。
　詳細については、役場産業課（TEL 489-5901）または美里支所　産業・建設室（495-3462）へお問い合わせください。
募集期限　平成23年12月20日

事業の種類 具体的内容 対象者（基準） 補助率 補助限度額
水田、果樹園、畑等の耕作道・
水路の新設、改良

道路幅2m
水路幅24cm以上

園地面積10a以上、
2戸以上のグループ 町1/3以内 1グループあたり50万円

農地の改良等 基盤（擁壁等含む）区
画整備・フラット化

農園地面積10ａ以上、
2戸以上のグループ 町1/3以内 1グループあたり50万円

果樹、野菜、
花き園地の施設化

パイプハウス等施設
化

園地面積1a以上、2戸以上のグ
ループ（ハウス内設備は対象外） 町1/3以内 1グループあたり50万円

果樹園、水田、畑地の防除施
設及びかん水施設整備

防除タンク・かん水
チューブ・スプリン
クラー

2戸以上のグループ 町1/3以内 1グループあたり50万円

イノシシ捕獲檻の製作、購入 －
わな猟免許取得者１人につき5
基以内（既に補助を受けている
方は残数とします。）

町1/3以内 １基あたり2万円

農作物被害防止施設整備
（資材費） 防護柵・電気柵 － 町1/3以内 1ｍあたり300円

高品質生産対策（マルチ資材
費）JAながみね経由

対象作物：柿、みか
ん － 町1/10以内 －

遊休農地解消対策 遊休農地の解消を行
う

遊休農地１a以上を3年以上借
受け及び取得して生産活動の継
続を行う農業者

1ａあたり
５千円

1農家あたり年間15万
円以内（初年度のみ）　

農地集積推進
（賃借料,取得費）

農地を借り受け及び
取得して規模拡大を
行う

認定農業者または49歳以下の
農業者 町1/3以内

1人あたり年間10万円
（賃借は補助期間3年、
取得は初年度のみ）

新産品産地化（経費） 新しい産品による産
地化の支援を行う

認定農業者または49歳以下の
農業者が行う産地化づくり（概
ね30a以上）

町1/2以内 １農家あたり年間10万
円（補助期間3年）

農業機械整備（購入費） 農業機械を購入し作
業の効率を上げる

動力式農業機械を購入した農業
者（トラック・中古農業機械・
修理による動力機械の取替えは
対象外）

町1/10以内

１農家あたり１機のみ
１機10万円以上の動力
式農業機械を購入した費
用に対して10万円まで

2011.411

地　　　区　　　名 分担金の額
（円）

蓑津呂の一部、花野原、初生谷、
北野、円明寺の一部、四郷、滝ノ川、
谷の一部、箕六の一部

　436,800

今　西 　341,900
上ケ井の一部 　361,800
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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

教育委員会
　生涯学習課
　　TEL 489-5915
　学事・生涯学習室
　　TEL 495-9055

文化センター
　　TEL 495-9055

中央公民館
　　TEL 489-5915

小川地区公民館
　　TEL 489-4511

志賀野地区公民館
　　TEL 489-5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL 498-0521

自然体験世代交流センター
　　TEL 495-3127

みさと天文台
　　TEL 498-0305

スポーツ公園管理棟
　　TEL 489-5368

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

■
集
合　

午
前
８
時
30
分

■
受
付　

文
化
セ
ン
タ
ー
玄
関
前

■
コ
ー
ス　

文
化
セ
ン
タ
ー
午
前
９
時
発
→

永
谷
→
津
川
（
眺
望
の
良
い
高

台
）
→
（
三
本
松
ト
ン
ネ
ル
）

→
初
生
谷
（
天
狗
岩
・
不
動
の

滝
）
→
11
時
30
分
頃　

上
真
国

区
民
セ
ン
タ
ー
（
ケ
ヤ
キ
集
会

所
）　

昼
食　

午
後
１
時
発
→

（
三
本
松
ト
ン
ネ
ル
）
→
津
川

→
神
野
市
場
→
文
化
セ
ン
タ
ー

３
時
30
分
頃
〈
約
15
㎞
〉

＊
お
昼
休
み
に「
紙
芝
居
」「
お
餅
・

お
菓
子
ま
き
」
を
し
ま
す
。
お

楽
し
み
に
！

■
参
加
費　

無
料

　
（
主
催
者
で
１
日
の
傷
害
保
険

に
加
入
し
ま
す
。）

■
持
ち
物  

弁
当
・
雨
具
な
ど
ハ

イ
キ
ン
グ
に
必
要
な
も
の 

■
申
し
込
み　

４
月
26
日
（
火
）

ま
で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

　

毎
年
恒
例
の
「
き
み
の
児
童
合

唱
団
定
期
演
奏
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

ぜ
ひ
観
に
来
て
く
だ
さ
い
！

●
曲
目

　

童
謡
メ
ド
レ
ー「
兎
の
ダ
ン
ス
」

　
「
気
球
に
の
っ
て
ど
こ
ま
で
も
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

★
ホ
ッ
ケ
ー
を
は
じ
め
よ
う
！

運
動
不
足
解
消
が
で
き
ま
す
。

国
体
出
場
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
緒
に
い
い
汗
か
き
ま
せ
ん
か
？

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
は
２
０
１
５
年

「
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
」
で
紀

美
野
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

初
心
者
大
歓
迎
!!
一
か
ら
始
め

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
連
絡
先

・
大
野
太
示
（
野
中
在
住
）

０
９
０
‐
１
５
９
５
‐
８
５
１
６

・
生
涯
学
習
課

■
主
催　

紀
美
野
町
青
少
年
育
成

町
民
会
議
・
青
少
年
育
成
委
員

会
＊
バ
ス
輸
送
希
望
者
は
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　
〈
集
合
〉
中
央
公
民
館 

午
前
８
時

＊
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

＊
中
止
の
場
合
、
午
前
７
時
に
防

災
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

青
少
年
セ
ン

タ
ー

●
音
楽
劇

　
「
魔
界
と
ぼ
く
ら
の
愛
戦
争
」

●
賛
助
出
演

　

・
海
南
児
童
合
唱
団

・
町
民
コ
ー
ラ
ス
「
リ
リ
ア
ン

コ
ー
ル
・
き
み
の
」

☆
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
☆

　

ご
来
場
の
方
、
先
着
１
０
０
名

様
に
花
苗
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

★
室
内
用
ホ
ッ
ケ
ー
体
験
会

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
簡
易
な
用

具
で
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
ま
す
。

■
日
時　

４
月
16
日
（
土
）

　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

■
場
所　

　

農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
体
育
室

＊
運
動
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。（
上
履
き
必
要
）

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

第
５
回
き
み
の
児
童
合
唱
団　

定
期
演
奏
会

　
　
　
　

４
月
17
日
（
日
）　　

午
後
１
時
30
分
～
（
30
分
前
開
場
）

２
０
１
５　

紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
コ
ー
ナ
ー

｢

春
の
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ｣

参
加
者
募
集
！

～
下
神
野
か
ら
上
真
国
へ　

天
狗
岩
と
可
憐
な
不
動
の
滝
を
た
ず
ね
て
～

　

５
月
８
日
（
日
） 

雨
天
中
止
（
態
度
決
定
午
前
７
時
）

春
の
囲
碁
・
将
棋
大
会

■
日
時　

４
月
17
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
集
合
（
時
間
厳
守
）

■
場
所　

中
央
公
民
館
２
階
和
室

■
参
加
資
格

　

プ
ロ
を
除
き
ど
な
た
で
も

■
参
加
費

　

囲
碁
の
部　

１
，
５
０
０
円

　

将
棋
の
部　

１
，
０
０
０
円

　
（
い
ず
れ
も
昼
食
費
含
む
。
当

日
徴
収
）

■
申
し
込
み

　

４
月
14
日
（
木
）
ま
で
に
中
央

公
民
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

■
賞

　

優
勝
、
準
優
勝
、
３
位
、
飛
び

賞
及
び
参
加
賞

■
備
考

　

囲
碁
は
ハ
ン
デ
ィ
ー
戦
５
回

戦
、
将
棋
は
総
平
手
戦
。
申
込

み
多
数
の
場
合
は
分
か
れ
て
競

技
し
ま
す
。

■
主
催　

　

紀
美
野
町
文
化
協
会
囲
碁
部
・

将
棋
部
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【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

■
中
央
公
民
館

13
日　

や
っ
て
み
よ
う

　
　
　
『
３
Ｄ
ジ
オ
フ
ィ
ク
ス
』

20
日　

お
は
な
し
会

27
日　

ダ
ッ
チ
ロ
ー
プ
に

　
　
　
　
　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
！

■
文
化
セ
ン
タ
ー

13
日　

お
は
な
し
会

20
日　

ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
で

遊
ぼ
う

27
日　

新
聞
紙
で
カ
ブ
ト
を
つ

く
ろ
う

＊
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
に
参
加
す
る

方
は
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
へ

の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

＊
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
で
、
地
域
サ

ロ
ン
の
お
じ
い
さ
ん
・
お
ば
あ

さ
ん
と「
室
内
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
」

を
し
て
遊
び
ま
し
た
。

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～

【
百　

冊
】

　

中
家　

万
智
（
下
小
２
年
）

【
四
百
冊
】

　

坂
口　

美
瑠
（
下
小
５
年
）

【
五
百
冊
】

　

米
田　

紗
菜
（
野
中
２
年
）

【
六
百
冊
】

　

松
本
紗
也
加
（
下
小
３
年
）

【
七
百
冊
】

　

中
原　

大
志
（
野
小
１
年
）

【
八
百
冊
】

　

森
谷　

澄
花
（
下
小
５
年
）

天
文
教
室　

「
星
た
ち
の
ク
ラ
ス
替
え
～
惑
星
、

準
惑
星
、
小
惑
星
～
」

星
ぼ
し
の
世
界
で
は
、
ど
の
よ

う
に
ク
ラ
ス
分
け
が
行
わ
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
背
の
順
？
名
前
の

順
？　

誕
生
日
の
順
？
今
回
は
、

似
た
名
前
の
天
体
が
あ
る
惑
星
に

注
目
し
て
、
ク
ラ
ス
分
け
に
つ
い

て
お
話
し
ま
す
。

■
日
時　

４
月
10
日
（
日
）

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

■
場
所　

　

み
さ
と
天
文
台
月
の
館

■
お
話　

　

矢
動
丸 

泰　

天
文
台
長

■
申
し
込
み　

不
要（
参
加
無
料
）

新刊紹介
【中央公民館】

「天使の報酬」　　　　　　　　　　　真保裕一・著
「来福の家」　　　　　　　　　　　　　温又柔・著
「どんぐり姉妹」　　　　　　　よしもとばなな・著
「抜けない棘」　　　　　　　　　　　山内麻莉・著
「今日からはじめる男の家事」　　　　阿部絢子・著
「ぶたパリへいく」　　　　　　ユリア・ヴォリ・著
「パムとケロのもりのこや」　　　　　島田ゆか・著

【文化センター】
「白砂」　　　　　　　　　　　　　　　鏑木蓮・著
「伏」　　　　　　　　　　　　　　　桜庭一樹・著
「ぎっちょんちょん」　　　　　　　　群ようこ・著
「子育てのツボ」　　　　　　　　　　　水谷修・著
「人は一瞬で変われる」　　　　　　　　鎌田實・著
「体脂肪計タニタの社員食堂・続」
「バケミちゃん」　　　　　　　　おくはらゆめ・著
「せかいいちのぼうし」　　　　　　　深見春夫・著
「くまのつきのわくん」　　　　　　　片山令子・著

■
展
示
期
間　

６
月
末
ま
で

■
展
示
場
所　

中
央
公
民
館
・

　

役
場
本
庁
・
文
化
セ
ン
タ
ー
・

美
里
支
所

【
第
一
保
育
所
】
ま
つ
も
と
だ
い

き
・
ふ
た
が
わ
ゆ
う
り
・
さ
か
も

と
ゆ
う
・
い
し
い
あ
や

【
第
二
保
育
所
】
ふ
じ
い
せ
い
や
・

や
ま
も
と
も
も
か
・
し
ん
た
し
ょ

う
ま
・
こ
む
く
み
れ
い

【
神
野
保
育
所
】
う
え
の
や
ま
ゆ

う
と
・
じ
ょ
う
の
こ
う
え
い
・
ふ

る
い
わ
こ
う
あ
・
そ
う
ま
な
お

【
野
上
小
学
校
】
奥
村
昭
斗
・
水

越
う
ら
ら
・
大
竹
莉
愛
・
井
上
碧
・

若
林
万
由
佳
・
中
西
紅
羽
・
阪
井

純
・
小
島
涼
・
上
田
麻
央
・
後
呂

侑
二
朗
・
三
宅
蓮
奈
・
松
本
想
代
・

　

万
一
の
事
故
に
備
え
て
、
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
へ
の
加
入
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

団
体
活
動
を
行
う
５
名
以
上
の

方
々
で
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

■
掛
金
例
（
１
人
あ
た
り
年
額
）

＊
中
学
生
以
下　
　
　

６
０
０
円

＊
大
人　
　
　
　
　

１
６
０
０
円

＊
65
歳
以
上
の
団
体　

８
０
０
円

＊
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地

　

域
活
動
の
団
体　
　

６
０
０
円

■
対
象
と
な
る
事
故

団
体
の
管
理
下
に
お
け
る
団
体

児
童
生
徒
絵
画
展 

「
き
み
の
絵
が
展
示
さ
れ
て
い
る
よ
！
」

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

平
松
奈
々

【
小
川
小
学
校
】
日
裏
柊
吾
・
宮

下
天
翔
・
津
﨑
安
加
里
・
宮
下
絵

菜
・
波
多
野
聖
華

【
下
神
野
小
学
校
】
堂
西
玲
菜
・

西
浦
貴
隆
・
谷
口
朝
康
・
折
口
幸

祐
・
井
戸
向
那
奈
・
前
久
保
雄
貴

【
毛
原
小
学
校
】
吉
田
開
音
・
弓

庭
か
な
み
・
吉
田
琳
星
・
坂
本
眞

悟【野
上
中
学
校
】
西
浦
大
樹
・
橋

本
卓
士
・
樋
瀬
大
輝
・
御
前
瞭
・

西
前
妃
野
・
東
山
友
哉
・
湯
上
梨

紗【美
里
中
学
校
】
川
上
絢
加
・
宇

城
美
月
・
堂
上
博
子

【
長
谷
毛
原
中
学
校
】
井
本
有
耶
・

前
窪
享
・
弓
庭
淳
史

活
動
中
の
事
故
、
通
常
の
経
路

往
復
中
の
事
故

■
保
険
期
間

平
成
23
年
４
月
１
日
午
前
０
時

よ
り
平
成
24
年
３
月
31
日
午
後

12
時
ま
で

但
し
途
中
加
入
に
つ
い
て
は
、

加
入
手
続
日
の
翌
日
午
前
０
時

よ
り
有
効

■
申
し
込
み　

随
時
受
付
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館
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野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ
和
歌
山
県
 
！

　

２
月
26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）

や
た
が
ら
す
サ
ッ
カ
ー
場
（
新
宮

市
）で
県
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ
は
、
決
勝
ま
で
順
当

に
勝
ち
上
が
り
、
惜
し
く
も
四
箇

郷
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に
敗
れ

は
し
た
も
の
の
、
６
年
生
は
最
後

の
大
会
を
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て

戦
い
、有
終
の
美
で
飾
り
ま
し
た
。

《
１
回
戦
》　

河
北
Ｆ
Ｃ
（
１
対
０
）

《
２
回
戦
》　

貴
志
川
（
１
対
０
）

《
準
決
勝
》　

宮　
　
北
（
５
対
１
）

《
決　

勝
》　

四
箇
郷
（
０
対
４
）

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　
　
そ
の
六
十

ふ
る
さ
と
の
民
話

　
　
　「
蛇
岩
大
明
神
」

今
を
去
る
、
遠
い
昔
の
事
、
若

い
旅
僧
が
都
よ
り
熊
野
に
詣
で
よ

う
と
思
い
嶮
し
い
山
道
を
健
脚
と

杖
を
た
よ
り
に
、
あ
え
ぎ
な
が
ら

こ
の
地
に
さ
し
か
か
っ
た
時
、
ふ

と
見
れ
ば
岩
よ
り
這
い
出
し
た

か
、
美
し
い
蛇
、
路
上
に
横
た
わ

り
動
こ
う
と
も
し
な
い
の
で
、
僧

は
意
に
も
留
め
ず
股
越
え
て
行
き

過
ぎ
よ
う
と
し
ま
し
た
。

そ
の
時
、急
に
鎌
首
を
た
て
て
、

み
る
み
る
う
ち
に
二
ひ
ろ
も
あ
ろ

う
か
と
思
わ
れ
る
大
き
な
蛇
に
変

り
行
く
手
を
阻
も
う
と
す
る
、
僧

は
驚
い
て
後
退
り
し
て
身
構
え
て

申
す
「
お
の
れ
、
わ
が
道
を
ふ
さ

ご
う
と
す
る
、
何
の
恨
み
あ
っ
て

か
」
と
、・
・
・
・

蛇
の
申
す
の
に
は
、
あ
な
た
も

僧
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
ま
り

に
も
無
作
法
で
は
な
い
か
、
無
智

な
る
も
の
は
い
ざ
知
ら
ず
、
知
ら

ね
ば
眼
に
も
示
し
て
や
ろ
う
「
わ

れ
は
こ
の
地
に
住
む
大
蛇
で
あ
る

ど
、
大
昔
、
天
の
神
の
命
に
よ
り
、

天
女
を
奉
じ
て
神
野
の
里
に
天
下

り
た
る
も
の
な
る
ぞ
、
月
の
始
め

は
こ
の
地
に
棲
む
が
あ
と
は
、
宮

の
社
に
留
ま
り
宮
を
守
る
、
こ
の

山
の
主
に
し
て
こ
の
あ
た
り
広
く

わ
し
の
支
配
な
る
ど
、
驚
く
な
か

れ
、
も
っ
と
大
き
く
な
っ
て
見
せ

て
や
ろ
う
か
」
と
、
見
る
見
る
う

ち
に
恐
る
べ
き
大
蛇
に
変
じ
、
大

き
い
口
を
開
い
て
も
う
も
う
と
火

炎
を
吐
き
な
が
ら
遠
く
前
方
の
松

の
木
（
光
り
松
と
い
う
大
木
）
に

胴
を
横
た
わ
し
て
大
橋
と
な
っ
た

の
で
、僧
は
大
い
に
驚
き
「
あ
あ
、

私
が
悪
か
っ
た
、
無
智
を
許
し
て

お
く
れ
」
と
平
身
低
頭
し
て
数
珠

を
取
り
出
し
祈
念
を
捧
げ
深
く
お

の
れ
の
非
を
謝
し
た
、
お
も
む
ろ

に
眼
を
開
け
ば
い
つ
の
間
に
か
横

た
わ
っ
て
い
た
大
蛇
は
消
え
去
っ

て
行
く
手
は
何
事
も
な
く
開
け
て

い
ま
し
た
。　

僧
は
、
わ
れ
に
か

え
り
こ
れ
は
た
だ
事
で
は
無
い
の

で
、
こ
の
ま
ま
に
捨
て
置
く
べ
き

で
な
い
と
思
い
、
急
い
で
里
人
に

は
か
り
、
共
々
に
社
を
つ
く
り
鳥

居
を
建
て
、
恭
し
く
蛇
岩
大
明
神

と
し
て
祭
り
た
て
ま
つ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
言
う
。
爾じ

来ら
い

幾い
く

星せ
い

霜そ
う

、

幸
福
開
運
、
難
病
平
癒
な
ど
、

一
願
必
成
の
大
神
と
伝
え
聞
き
参

拝
す
る
人
、
数
を
知
れ
ず
、
近
年

特
に
多
い
と
言
う
、定
期
の
大
祭
、

お
正
月
や
、
四
月
一
日
は
に
ぎ
や

か
で
あ
る
。（
上
ケ
井
）

　

２
月
５
日
に
行
わ
れ
た
新
人
戦
で
３

位
の
成
績
を
修
め
、
１
勝
を
目
標
に
３
月

13
日
（
日
）
御
坊
市
で
開
か
れ
た
県
大
会

へ
出
場
し
ま
し
た
。

　

１
回
戦
浜
宮
、
２
回
戦
中
辺
路
、
３
回

戦
宇
久
井
に
勝
利
し
準
決
勝
に
勝
ち
進

み
Ｙ
ｏ
ｋ
ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
に
惜
し
く
も
敗

れ
は
し
た
も
の
の
、
み
ご
と
３
位
の
快
挙

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

※
部
員
募
集
中

■
問
い
合
わ
せ

　

段
木
℡
４
９
５
‐
３
２
９
３

　

徳
田
℡
４
９
５
‐
３
８
１
８

　

２
月
11
日
（
金
）
に
海
南
市
総
合
体
育

館
で
行
わ
れ
た
第
29
回
海
南
支
部
少
年

剣
道
大
会
（
春
日
神
社
杯
）
に
て
、
小

学
校
５
・
６
年
男
子
の
部
で
上
中
虹
輝
君

（
野
小
５
年
）
が
、
中
学
生
女
子
の
部
で

上
中
麻
瑚
さ
ん
（
貴
志
川
中
１
年
）
が
姉

弟
で
３
位
入
賞
と
活
躍
し
ま
し
た
。

美
里
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
県
大
会
３
位

上
中
姉
弟
が
活
躍

№2

！！

 

剣
道
体
験
教
室
の
お
知
ら
せ
（
生
石
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
）

お
友
達
と
一
緒
に
剣
道
を
始
め
ま
せ
ん
か
？
保
育
園
児
か
ら
中
学

生
ま
で
男
の
子
も
女
の
子
も
参
加
で
き
ま
す
。

剣
道
着
を
着
て
、
写
真
を
撮
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
!!
お
み
や
げ
に
お

菓
子
も
あ
り
ま
す
。
運
動
で
き
る
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

４
月
16
日
（
土
）　

午
後
２
時
～
４
時

■
場
所　

武
道
館
（
野
上
中
学
校
内
）



2011.415

  天文台だより
　「見たことありますか？」

　　

夜空を見上げて、望遠鏡でのぞいて、土星、	
見たことありますか？
土星は１等星（本当はもっと明るくて０等星）と
して明るく輝いています。ですから望遠鏡を使わな
くても星空の中の１つの星として十分見つけること
ができます。しかし、皆さんが最も興味をそそられ
る「わ」は、望遠鏡を使わなくては見られません。
今年は４月の中旬から見ることができます。南東
の空、春の星座おとめ座の１等星スピカの近くに見
つけられます。といっても土星のほうが明るいので、
先に土星を見つけてしまうでしょう。見ごろは５月
後半。皆さんが星空を眺める午後８時ごろに南の空
高くに昇ります。
天文台の観望会（星空ツアー）では、大型反射望
遠鏡で土星をご覧いただけます。望遠鏡をのぞくと
「わ」のある姿を見ることができます。天気の良い
星空のきれいな時にぜひ一度ご覧ください。みなさ
まのお越しをお待ちしております。

  学校だより
　体験活動で「生きる力」の基礎づくりを！
	 長谷毛原中学校

本校は「生きる力」育成の観点から、協調性や、
助け合い、並びに仲間意識を深めるために多くの行
事に取り組んでいます。三学期は、雪の日も多かっ
たので、昔ながらの「竹スキー」に挑戦したり、高
野山で「スキー体験」もしました。また、グラウン
ドの周りに桜の木３２本を全員で植えました。三年
生は卒業証書のための手漉き和紙体験と、卒業証書
を入れる額も作りました。また、全員の思い出一杯
の写真で「フォトモザイクアート」も制作しました。
そして修了式には全員で植えた桜の木の下に、１０
年後に開ける「タイムカプセル」を埋めました。ど
の行事も、本校ならではの取り組みばかりです。こ
のような貴重な体験を一つ一つやり遂げる中で、子
供達は自信をつけて、更に次の行事に取り組む意欲
を身に付けていきます。
本校のような超小規模校は、他校では出来ない
このような体験
や行事をたくさ
ん取り組む中で、
想 い 出 作 り と
「生きる力」の基
礎を育てていき
たいと考えてい
ます。

歌
　
の
　
小
　
道

中
耕
の
ほ
ろ
と
砕
け
て
春
の
土
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
惇
子

無
言
よ
り
独
語
淋
し
き
竹
の
秋
　
　
　
　
　
　 

　
　 

　
松
山
愛
子

春
の
土
蹴
つ
て
外
野
手
返
球
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
上
ひ
と
み

戻
り
来
し
子
犬
の
鼻
に
春
の
土
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　 

岡
哲
夫

雪
明
り
夫つ

ま

の
生
れ
し
日
も
か
く
や
　
　
　
　 

　
　
　
　 

池
上
幸
子

持
ち
上
げ
て
土
竜
の
走
る
春
の
土
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
野
昭
子

雛
祭
ま
ま
ご
と
の
母
今
日
も
留
守
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阪
口
早
苗

囀さ
え
ず

り
を
躱か

わ

し
て
ゆ
く
や
藪
の
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
井
重
信

多
喜
二
忌
や
終
日
峰
に
雲
厚
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
哲
郎

妹
の
手
よ
り
姉
へ
と
雛
飾
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
拝
な
を
み

梅
が
香
は
み
寺
の
杜
に
吹
き
た
ま
り

　
　
　
　
般
若
如
来
を
や
さ
し
く
包
む
　
　
　
　
　
　
梶
谷
美
瑳
子

東し
の
の
め雲

の
静
け
さ
の
中
鶯
は

　
　
　
　
初
鳴
き
「
ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ
」
早は

る春
を
奏
ず
る
　
森
下
玉
子

し
ん
し
ん
と
降
り
積
も
る
雪
山
峡
の

　
　
　
　
木
々
も
寒
か
ろ
不
安
も
積
も
る
　
　
　
　
　
西
佐
古
祐
子

じ
ゃ
が
芋
を
植
え
ん
と
深
く
畑
掘
れ
ば

　
　
　
　
土
の
中
よ
り
春
の
香
は
立
つ
　
　
　
　
　
滝
垣
内
嘉
代
子

結
局
は
時
の
過
ぐ
る
を
待
つ
の
み
か

　
　
　
　
誤
解
さ
れ
し
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
　       

　
河
野
昭
子

そ
の
と
き
の
言
葉
足
ら
ず
を
悔
い
て
お
り

　
　
　
　
の
み
ど
に
棘と

げ

の
さ
さ
り
し
が
ご
と
　
　
　
　
竹
本
セ
ツ
子

月
一
度
寺
に
集
え
る
仲
間
あ
り

　
　
　
　
経
誦ず

し
語
り
刻
は
過
ぐ
る
も
　
　
　
　
　
　
　
段
木
幸
代

耐
へ
て
育
つ
青
菜
で
あ
れ
ば
ね
む
ご
ろ
に

　
　
　
　
指
も
て
摘
ま
む
手
袋
ぬ
ぎ
て
　
　
　
　
　
　
　
山
本
綾
子

土星が見える星空
と2001年に撮影
した土星の写真。
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消
防
車
や
救
急
車
の
緊
急
走

行
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協

力
を
！

消
防
車
や
救
急
車
は
、
一
刻
も

早
く
火
災
な
ど
の
災
害
現
場
に
急

行
し
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
、
応
急
処
置
を
行
い
、
急
病
人

等
を
速
や
か
に
医
療
機
関
へ
搬
送

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

消
防
車
や
救
急
車
は
、
緊
急
時

に
迅
速
に
走
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、
道
路
交
通
法
で
は｢

緊
急
自
動
車｣

と
し
て
、
一
般
の

車
両
よ
り
も
優
先
し
て
走
行
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
生
命
、
身
体
及
び

財
産
を
守
る
た
め
、
次
の
こ
と
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
消
防
車
等
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
、
赤
色
の
警
光
灯
を
つ
け
て

緊
急
走
行
し
て
接
近
し
て
き
た

場
合
、
一
般
車
両
は
周
囲
の
状

況
に
配
慮
の
う
え
、
速
や
か
に

進
路
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
交
差
点
又
は
そ
の
付
近
で
は
、

交
差
点
を
避
け
て
車
両
を
道
路

の
左
側
に
寄
せ
て
一
時
停
止
し

て
く
だ
さ
い
。

○
消
防
車
等
は
、
追
越
し
を
す
る

時
等
に
道
路
の
右
側
部
分
に
は

み
出
し
て
走
行
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
反
対
車
線
の
一

般
車
両
も
道
路
の
左
側
に
寄
せ

る
な
ど
し
て
、
走
行
を
妨
げ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
消
防
車
等
が
、
高
速
道
路
な
ど

で
本
線
に
進
入
し
よ
う
と
し
て

い
る
時
は
、
こ
れ
を
妨
げ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
狭
い
道
路
な
ど
で
停
車
を
す
る

場
合
は
、
消
防
車
等
の
通
行
に

支
障
が
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て

く
だ
さ
い
。

○
緊
急
走
行
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
す
こ
と
は
、
法
令
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
夜
間

等
の
サ
イ
レ
ン
音
に
対
し
、
付

近
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

も
う
付
け
ま
し
た
か
？

｢

住じ
ゅ
う
け
い
き

警
器｣

消
防
法
に
よ
り
、
全
て
の
住
宅

に
住
警
器
（
住
宅
用
火
災
警
報

器
）
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
既
存
住
宅
で
は
、
平
成
23

年
６
月
か
ら
条
例
に
よ
り
全
市
町

村
で
義
務
化
に
な
り
ま
す
。

｢

逃
げ
遅
れ｣
に
よ
り
、
毎
年

多
く
の
方
が
住
宅
火
災
で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。

｢

住
警
器｣

を
寝
室
や
階
段
等

に
取
付
け
る
こ
と
で
、
い
ち
早
く

火
災
の
発
生
に
気
付
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
傷
病
者
の
そ
ば

に
居
合
わ
せ
た
人
）
に
よ
る
応
急

手
当
が
極
め
て
重
要
で
す
。
も
し

も
の
時
の
為
に
、
あ
な
た
も
受
講

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

尚
、
現
在
修
了
証
を
お
持
ち
の

方
で
前
回
受
講
し
て
か
ら
今
年
中

に
２
年
を
迎
え
る
方
は
、
再
講
習

を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

講
習
内
容

⑴　

心
肺
蘇
生
法
の
習
得

⑵　

大
出
血
時
の
止
血
法
の
習

　
　

得

⑶　

そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す

　
　

る
こ
と

講
習
時
間

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
の
３

時
間
講
習
で
す
。

講
習
場
所　

紀
美
野
町
消
防
本
部

受
講
料　
　

無　

料

申
し
込
み
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月

の
20
日
ま
で

申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

ま
で

（
℡　

４
８
９
‐
６
３
０
２
）

そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体

で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

陸上自衛隊信太山駐屯地　　　　　
　　　　　　創立 54 周年記念行事
■日時：平成 23年 4月 24日（日）
　　　　午前 9時～午後 3時まで一般開放（入場無料）
■場所：陸上自衛隊信太山駐屯地（和泉市伯太町官有地）
■問い合わせ：陸上自衛隊信太山駐屯地広報室
　　　　　　　　　　　　（℡ 0725-41-0090）

番
９
１
１
は
助
救
・
急
救
・
災
火

「
消
し
た
か
な
」　

あ
な
た
を
守
る　

合
言
葉

２月の消防の動き
●火災発生件数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 16（１） （　）

　（　）

16（１）
一 般 負 傷 ７（　） （　） ７（　）
交 通 事 故 ６（１） ６（１）

４（　） ４（　）
（　）

そ の 他 （　）
合 計 33（２） 33（２）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
５
月
１
日
（
日
）
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活
い

き生
い

きレシピコーナー（第10回）
4月は桜満開の季節であり、入学や就職など、新しいス

タートの月でもあります。門出をお祝いするお料理の一つ
に、見た目も色とりどりで、春らしい「ちらし寿司」を手作
りされてはいかがでしょうか。合わせ酢の分量だけきちん
とマスターしていれば、具材はその季節の旬のものを入れ
れば良いので案外簡単に作ることができます。今回は錦糸
卵をたくさんのせた春らしい「ちらし寿司」の作り方をご紹
介します。

ちらし寿司　材料と作り方
（材料）（４～５人分）

・米　　　　３カップ　　・水　　　　６６０ｃｃ
・酒　　　　大さじ２　　・だし昆布　５cm角１枚
・合わせ酢
　　（酢 大さじ５ ・ 砂糖 大さじ５ ・ 塩 小さじ１. ５）
・錦糸卵
　　卵 ３個・砂糖 大さじ１. ５・塩 少々・サラダ油 少々
・油あげ　　２枚　　　　・ごぼう　　１００ｇ
・にんじん　３cm　　　・干し椎茸　４枚
・煮汁
　　（干し椎茸の浸し汁、だし汁２カップ、酒・砂糖・醤

　　　油各大さじ２）
・絹さや　　５０ｇ　　　・酢れんこん（市販品）８枚

（作り方）
１、米は洗ってざるに上げ、６６０ｃｃの水、酒大さじ
　　２、だし昆布を入れ、３０分浸してから炊く。
２、錦糸卵を作る。
　　薄焼き卵を作り、長さを３等分にして重ね、千切り
　　にする。
３、絹さやは茹でてから水にとり、千切りにする。
４、油あげは縦半分に切って、千切りにする。
５、ごぼうはささがきにして、酢水に漬けてあく抜きを
　　する。
６、にんじんは短冊に切る。
７、干し椎茸はもどし、軸を千切りにする。
８、鍋に煮汁を入れ、水気を切ったごぼう、干し椎茸、
　　油あげを入れ火にかけ、落し蓋をして弱火で煮る。
　　煮汁が無くなる前ににんじんを加えて煮る。
９、ご飯が炊き上がったら飯切りに移し、温めた合わせ
　　酢をご飯にまんべんなくかけ、うちわで扇ぎながら
　　しゃもじで艶が出るように混ぜ、温かいうちに（８）
　　の具を加え混ぜ合わす。
10、（９）を器に盛り付け、酢れんこん、絹さや、錦糸
　　卵をのせる。

　近場でも綺麗な桜が見れます、皆さんは今年どこで、ど
んな思いで桜を見るのでしょうか？手作りのお料理持参で
出かけてみませんか…　　　　　　　　　　　産業課より

編 集 後 記
３月11日に発生しました東北地方太平洋沖地震でお亡くなりにな

られた方々の御冥福をお祈りするとともに、被災された方 に々対しま
して、心からお見舞い申し上げます。
４月、この時期、入学（園）、入社と新しいスタートをきられる方も

多いことと思います。心新たにがんばってください。桜の花も応援し
てくれていますよ。
また、町の新年度予算も決まり、いろいろな事業がスタートします。
今後ともよろしくお願いします。

紀美野町の人口

（平成23年２月末現在）

紀美野町面積128.31km2

総人口………… 10,751人
 …………　男　 5,013人
 …………　女　 5,738人
 …………数帯世 4,639世帯

日   時 イ ベ ン ト 名 開 催 場 所 問い合わせ （073）
６日（水） 町内保育所入所の集い 野上第1、野上第2 保健福祉課 489-9960

神野保育所
８日（金） 町内中学校入学式 各中学校 総務学事課 489-5910

10日（日）11:00 ～ 犬ねこの譲渡講習会【１８日（月）・２４日（日）】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500
〃　 14:00 ～ 天文教室 みさと天文台 みさと天文台 498-0305

11日（月） 町内小学校入学式 各小学校 総務学事課 489-5910
12日（水） 移動町長室【２６日（火）】 美里支所 総務課 489-5912

住民室 495-3471
16日（土）19:30 ～ 室内ホッケー体験会 農村センター 生涯学習課 489-5915
17日（日） 9:30 ～ 春の囲碁・将棋大会 中央公民館 生涯学習課 489-5915
〃　 13:30 ～ きみの児童合唱団定期演奏会 文化センター 生涯学習課 489-5915

20日（水）13:00 ～ 行政相談【～ 15:00】 中央公民館 総務課 489-5912
美里支所 住民室 495-3471

24日（日） 7:00 ～ 紀美野町議会議員一般選挙　投票日 各投票所 選挙管理委員会 489-2359（直）
29日（祝）11:00 ～ 生石高原山開き 生石高原 産業課 489-5901

４月
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３
月
11
日
に
発
生
し
ま
し
た

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
に

よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
、
ご
遺
族
の
皆
さ

ま
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
対
し

ま
し
て
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
震
災
に
対
し
、
紀
美
野
町
で

は
支
援
対
策
本
部
を
設
置
し
、
３

月
12
日
宮
城
県
に
緊
急
消
防
援
助

隊
（
和
歌
山
県
隊
）
と
し
て
消
防

署
員
４
名
（
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

１
台
）、
ま
た
、
15
日
に
は
給
水

支
援
の
た
め
、
岩
手
県
に
職
員
４

名
（
給
水
車
１
台
）
を
そ
れ
ぞ
れ

派
遣
し
ま
し
た
。

　

紀
美
野
町
と
し
て
も
で
き
る
か

ぎ
り
の
協
力
を
続
け
て
い
き
ま

す
。
今
後
も
皆
さ
ま
の
あ
た
た
か

い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」

　

災
害
義
援
金
に

　

  

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

紀
美
野
町
で
は
、
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た

方
々
へ
の
支
援
活
動
と
し
て
義
援

金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
義
援
金
は
、
日

本
赤
十
字
社
な
ど
を
通
じ
て
被
災

地
域
に
送
金
し
ま
す
。

【
設
置
場
所
】

・
役
場
本
庁

・
役
場
美
里
支
所

・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　
　
　

・
中
央
公
民
館

・
文
化
セ
ン
タ
ー

・
ふ
れ
あ
い
公
園

・
役
場
各
出
張
所
（
小
川
出
張
所
、

志
賀
野
出
張
所
、
国
吉
出
張
所
、

長
谷
毛
原
出
張
所
、真
国
出
張
所
）

【
設
置
期
間
】

　

平
成
23
年
８
月
31
日
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

　

紀
美
野
町
総
務
課

　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
１
２

　

和
歌
山
県
福
祉
保
健
総
務
課
よ

り
次
の
と
お
り
義
援
金
募
集
の
お

知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
案

内
し
ま
す
。

１
．
義
援
金
名

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
災
害

義
援
金

２
．
実
施
主
体　

和
歌
山
県

３
．
受
付
期
間　

　

平
成
23
年
８
月
31
日
ま
で

４
．
振
込
先

金
融
機
関

紀
陽
銀
行　

県
庁
支
店

口
座
番
号

（
普
）
３
９
５
１
１
４

口
座
名
義

和
歌
山
県
支
援
対
策
本
部
本
部

長　和
歌
山
県
知
事　

仁
坂
吉
伸

５
．
留
意
事
項

　

領
収
書
の
発
行
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
和
歌
山
県
福
祉
保
健
総
務

課
社
会
福
祉
班
（
℡ 

４
４
１
‐

２
４
７
２
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
義
援
金
は
、
所
得
税
法
第

78
条
第
２
項
第
１
号
及
び
法
人
税

法
第
37
条
第
３
項
第
１
号
に
規
定

す
る
「
国
又
は
地
方
公
共
団
体
に

対
す
る
寄
附
金
」
並
び
に
地
方
税

法
第
37
条
の
２
第
１
項
第
１
号
及

び
同
法
第
３
１
４
条
の
７
第
１
項

第
１
号
に
規
定
す
る「
都
道
府
県
、

市
町
村
又
は
特
別
区
に
対
す
る
寄

附
金
」
に
該
当
し
ま
す
。

※
税
の
軽
減
を
受
け
る
た
め
に

は
、
義
援
金
の
領
収
書
の
添
付
な

ど
所
定
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

６
．
そ
の
他

　

紀
陽
銀
行
本
店
・
支
店
の
窓
口

で
の
振
込
に
つ
い
て
は
、
手
数
料

は
無
料
で
す
。

７
．
問
合
せ
先

和
歌
山
県
福
祉
保
健
総
務
課
社

会
福
祉
班

（
℡ 

４
４
１-

２
４
７
２
）

紀
美
野
町　

保
健
福
祉
課

（
℡ 

４
８
９-

９
９
６
０
）

紀美野町議会議員一般選挙　投票日　平成23年4月24日（日）

役場本庁（受付）に設置された義援金箱

被災地に向け役場本庁を出発する職員（3月15日）

「ふれあい地域の声かけ運動」に
 　　　　　　　　　　ご協力ください！

紀美野町青少年育成町民会議では、子ども達の健やかな成長
を願い、地域の大人から進んで子どもたちへ声かけ（あいさ
つ等）を行う「ふれあい地域の声かけ運動」を推進していま
す。町民の皆様のご協力をお願いします。

実施日　月初めの児童生徒が登校する日
平成 23 年

４月８日（金）　５月２日（月）　６月１日（水）
７月１日（金）　９月１日（木）　10 月３日（月）
11 月１日（火）　12 月１日（木）　

平成 24 年 
１月 10 日（火）　２月１日（水）　３月１日（木）

実施時間　児童生徒の登校時間
　　　　 （午前７時 30 分から午前８時 20 分頃）
実施場所　通学路　学校校門付近
※ ｢声かけ運動｣ のタスキを青少年センター（℡ 489　
ー 5909）　で 用意しています。ご希望の方はご連　絡
ください。

アナログ放送
終了まで
あと3ヶ月

アナログ放送は、７月24日に終了しますので、早めの準備を
お願いします。

【問い合わせ】
紀美野町役場 総務課 TEL 489-2430（代表） 489-5907（直通）
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